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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンドルと、
　長手方向茎部軸線を画定すると共に、前記ハンドルに連結された第１端部と、第２端部
と、を有する茎部と、
　前記茎部第２端部に連結されると共に、前記ハンドルに対して前記軸線を中心として回
転するために支持されたアプリケータヘッドと、
　前記アプリケータヘッドを前記茎部の軸線を中心として交互に回転させるために前記ア
プリケータヘッドに作動的に連結されるアクチュエータであって、当該アクチュエータの
動作に応じて、前記アプリケータヘッドを第１回転速度で第１回転方向、および第２回転
速度で第２回転方向に自動的に回転させるアクチュエータと、
　を含むことを特徴とする化粧品を塗布するための装置。
【請求項２】
　前記アクチュエータは、前記アプリケータヘッドに連結された回転モータシャフトを有
する電動モータを含み、
　前記装置は、前記電動モータを作動させるための電源をさらに含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記装置は、前記モータシャフトの順方向における回転を、前記アプリケータヘッドの
第１および第２回転方向の両方向における回転に自動的に変換するための伝達カップリン
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グをさらに含むことを特徴する請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記アクチュエータは、前記アプリケータヘッドを第１および第２回転方向に回転させ
る間に、前記アプリケータヘッドを軸方向にさらに動かすことを特徴とする請求項１から
３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項５】
　前記アプリケータヘッドは、回転軸線の周りで回転するために支持されると共に、少な
くとも前記第１回転方向の回転中にアプリケータヘッド輪郭が放射状に並進運動するよう
に、前記アプリケータヘッド輪郭を画定し、
　前記茎部の軸線は、前記回転軸線から横方向にオフセットされる
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記茎部と前記アプリケータヘッドの輪郭との内の少なくとも１つは、不均一な形状を
含むことを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項７】
　前記アクチュエータは、始動に応答して３６０度未満のアプリケータヘッド回転角で前
記アプリケータヘッドを少なくとも前記第１回転方向に動かすように適合されることを特
徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項８】
　前記電動モータは、前記モータシャフトを順方向および逆方向に駆動するために可逆的
であることを特徴とする請求項２から７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　前記装置は、前記アプリケータヘッドの回転角を制御するように適合された制御装置を
さらに含むことを特徴する請求項２から８のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１回転速度と前記第２回転速度の少なくとも１つは、前記アプリケータヘッドの
回転角に対して変化することを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記アプリケータヘッドは複数の突出部を含み、
　各突出部は、前記茎部の回転中に前記突出部の少なくとも一部分が通過する輪郭を画定
し、前記突出部は、隣接した突出部の各輪郭の間に間隙を画定するように離間される
　ことを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記アプリケータヘッドは複数の突出部を含み、
　前記突出部の第１組は、前記茎部軸線に関して第１角度で延在し、
　前記突出部の第２組は、前記茎部軸線に関して第２角度で延在し、
　前記第１角度は前記第２角度と異なる
　ことを特徴とする請求項１から１１のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記アプリケータヘッドは複数の突出部を含み、
　前記装置は、化粧品をケラチン繊維に塗布するために構築され、
　複数の突出部は、相互に隣接した突出部の間に円周方向間隙を形成し、前記円周方向間
隙のそれぞれは、隣接したケラチン繊維の間に前記突出部を挿入するための大きさとされ
る
　ことを特徴とする請求項１から１２のいずれか１項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に化粧用アプリケータに関し、より詳細には、化粧用材料を睫毛などの
ケラチン繊維に塗布するためのアプリケータに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　各種の化粧用アプリケータは当該技術分野において既知である。マスカラを睫毛に塗布
するためのブラシは、例えば、一般にハンドルに取り付けられた第１端部を有する茎部を
含む。ブラシ剛毛などのアプリケータヘッドは、茎部の第２端部に連結されている。使用
する際、マスカラを付加されたブラシヘッドを睫毛に適用する。
【０００３】
　マスカラには、ケーキまたはブロック、クリーム、ジェル、半固体、低粘度の液体を含
む様々な形態がある。ケーキマスカラは、石鹸ケーキに顔料が混ざった少なくとも５０％
の石鹸から成る、当初は最も人気のある形態であった。そのマスカラは、濡れたブラシを
用いて、泡立ててから睫毛に塗布することができ、満足のいく滑らかな塗布をもたらすが
、個々の睫毛の化粧コーティングは薄い状態であった。主な欠点は、睫毛の被膜が非常に
水に溶けやすく、目の外辺部の周りの皮膚ににじんで流れやすいということであった。解
決法として、マスカラ組成物にワックスが組み込まれ、それによってそれらの耐水特性を
改善させた。残念なことに、塗布の滑らかさに悪影響が現れた。つまり、マスカラ配合物
の粘度が増加したため、ますます塗布しにくく、より扱いにくくなり、睫毛が分離しにく
くなった。
【０００４】
　マスカラアプリケータの登場と共に、マスカラ用配合物の選択肢を広げるための手段が
生まれた。例えば、撚り合わされた金属ワイヤブラシ塗布またはワンド塗布と組み合わさ
れたクリームは、便利な使用法と、マスカラ被膜の耐摩擦性および柔軟性を改善するため
の被膜形成剤の組み込みを可能にする組成物を提供した。これは、睫毛を分離し、立ち上
げるための便利な手段も可能にした。今日では、無水、油中水型エマルション、水中油型
エマルション、および油相をほとんど含有しない、または全く含有しない水性マスカラを
含む、数種類のマスカラ配合物がある。先述のエマルションはまた、例えば、水中油中水
型エマルションに限定されない、多重エマルションであってもよい。多くのマスカラは、
水性エマルションであり、通常は顔料が水相中に分散された状態で、乳化ワックスおよび
ポリマーを含有する。ワックスおよびポリマーは、顔料によって着色された睫毛の耐転移
性端部マスカラ被膜を生み出す間に、水は、カール特性および塗布特性をもたらす。無水
および油中水型マスカラは、とりわけ水に対する優れた耐転移性を有するので、一般にウ
ォータープルーフマスカラと呼ばれる。それらの高い含量の疎水性材料は、水によって壊
れたりすり減ったりする材料をほとんど含有しない被膜を生み出す。油中水型マスカラの
場合、内部の水滴は、ほか以外の場合では油相中に組み込むことのできない水溶性／水分
散性材料を送達することができる。水性マスカラは、典型的には睫毛の付着および保持を
引き起こすためのポリマーを有するゲル化された水である。これらのマスカラは、通常は
着色剤を有さないが、着色剤を加えることもできる。
【０００５】
　消費者は、睫毛への付着、睫毛の延長／カール、染みまたは剥落が無いこと、厚い睫毛
、および睫毛の塊の良好な分離など、特定の特性をマスカラ製品に期待する。特に、望ま
れるのは、長い睫毛、豊かな睫毛、濃い睫毛、柔らかい睫毛、分離した睫毛である。マス
カラは、一般に平滑で比較的薄い（コーティング厚さ）被膜を睫毛に分配し、素の睫毛よ
りも濃く厚い、適度に分離した睫毛の列を満足がいくように生み出し、目がより目立ち美
しくなる。睫毛は目の上下に横列および縦列になって並んでいるので、幾らかの睫毛の塊
化が自然に発生することは十分に理解されるであろう。従って、「分離した」睫毛とは、
必ずしも一本一本の睫毛を単一体として想定するものではない。十分に分離するとユーザ
ーが考えるマスカラは、睫毛を十分に分離しないと考えるマスカラよりも、睫毛のより多
くの塊を残すであろう。典型的には、マスカラの付着は、厚さ５から１５ミクロンのコー
ティングを有する。しかし、多くの「ボリュームのある」マスカラは、扱いにくくて塊に
なり、多過ぎる睫毛をまとめて厚く凝集させて睫毛をより少なく見せる、分離を欠いた外
観をもたらす傾向がある。
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【０００６】
　従来のマスカラブラシは、各睫毛をマスカラで完全且つ均一にコーティングする間に、
互いの睫毛の分離を維持または促進するために、典型的にはハンドルまたは他の部材の操
作を必要とし、またブラシを睫毛に繰り返し通す必要があることも多い。睫毛全体をコー
ティングするために、例えば、ユーザーは、ブラシを垂直方向に動かして、睫毛全体を確
実に覆うことがある。加えて、ユーザーは、睫毛に塗布するマスカラの所望の量に応じて
、ブラシを回転させ、ブラシヘッドの異なる部分を睫毛に接触させることがある。その上
さらに、ユーザーは、ブラシを水平方向に往復運動させて、睫毛の分離を促進したり、お
よび／または睫毛のより良い適用範囲を確保することもある。その結果として、ユーザー
は、ブラシを睫毛に適用するための推進力を与えなければならず、ブラシを必要に応じて
操作し、申し分のない仕方で睫毛を覆うために十分、器用でなければならない。加えて、
従来のブラシを用いたマスカラ塗布は、ブラシを幾度か通す必要があり、従って非効率的
である。
【０００７】
　さらに最近は、回転するマスカラブラシが提案されており、この場合、ブラシの茎部は
ハンドルに対して回転動作するために支持されている。茎部および取り付けられたブラシ
ヘッドを回転させるための力は、米国特許第６，１４５，５１４号（クレイ（Clay））お
よび第５，９３７，８７１号（クレイ（Clay））に記載されているブラシなどの手動式、
または米国特許第６，５６５，２７６号（ディアス（Diaz））に記載されているブラシな
どの電動式のいずれかであってもよい。これらの回転する茎部ブラシは、ユーザーがマス
カラの塗布中にハンドルを回す必要性がないものの、睫毛を最適にコーティングして分離
するわけではない。その上、これらのブラシは、ブラシヘッドのシンプルな一方向性の回
転に限定され、従っってある種の実現可能なより複雑な塗布技術を実行することができな
い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　加えて、異なる種類の睫毛効果を付与するように適合された、各種のアプリケータが設
計されてきている。例えば、第２のブラシ設計が、睫毛のボリュームまたは適用範囲を増
進する間に、第１のブラシ設計は、睫毛の分離を促進することがある。その結果として、
ユーザーは２つの別々のブラシを使用しなければならず、または、単一のブラシヘッドに
両方の種類のブラシ設計が備わっているならば、ユーザーはハンドルの位置を変えて両側
を使用しなければならない。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示は、化粧品を塗布するための装置に関する。例えば、装置は、ハンドルと、長手
方向茎部軸線を画定すると共にハンドルに連結された第１端部と第２端部とを有する茎部
と、茎部第２端部に連結されると共にハンドルに対して回転するために支持されたアプリ
ケータヘッドと、を含んでもよい。アクチュエータは、アプリケータヘッドを回転揺動運
動で動かすためにアプリケータヘッドに作動的に連結されてもよく、この場合、アプリケ
ータヘッドは、アクチュエータの作動に応答して第１回転方向および第２回転方向の両方
向に自動的に回転する。
【００１０】
　別の実施形態は、ハンドルと、長手方向茎部軸線を画定すると共にハンドルに連結され
た第１端部と第２端部とを有する茎部と、茎部第２端部に連結されると共にハンドルに対
して回転するために支持されたアプリケータヘッドであって、アプリケータヘッド輪郭を
画定するアプリケータヘッドと、を有する化粧品を塗布するための装置に関する。アクチ
ュエータは、アプリケータヘッドを少なくとも第１回転方向に動かすためにアプリケータ
ヘッドに作動的に連結され、第１回転方向の回転中にアプリケータヘッド輪郭が放射状に
並進運動する。
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【００１１】
　更なる実施形態は、ハンドルと、長手方向茎部軸線を画定すると共にハンドルに連結さ
れた第１端部と第２端部とを有する茎部と、茎部第２端部に連結されると共にハンドルに
対して回転するために支持されたアプリケータヘッドと、を含む化粧品を塗布するための
装置に関する。アクチュエータは、アプリケータヘッドに作動的に連結され、始動に応答
して３６０度未満のアプリケータヘッド回転角でアプリケータヘッドを少なくとも第１回
転方向に動かすように適合される。
【００１２】
　さらに別の実施形態は、ハンドルと、長手方向茎部軸線を画定すると共にハンドルに連
結された第１端部と第２端部とを有する茎部と、茎部第２端部に連結されると共にハンド
ルに対して回転するために支持されたアプリケータヘッドと、を有する化粧品を塗布する
ための装置に関する。アクチュエータは、ある回転速度でアプリケータヘッドを少なくと
も第１回転方向に動かすためにアプリケータヘッドに作動的に連結されて、回転速度は、
アプリケータヘッドの回転角に対して変化する。
【００１３】
　その上さらに、別の実施形態は、ハンドルと、長手方向茎部軸線を画定すると共にハン
ドルに連結された第１端部と第２端部とを有する茎部と、茎部第２端部に連結されると共
にハンドルに対して回転するために支持されたアプリケータヘッドと、を含む化粧品を塗
布するための装置に関する。アプリケータヘッドは複数の突出部を含んで、各々の突出部
は茎部の回転中に突出部の少なくとも一部分が通過する輪郭を画定する。突出部は、隣接
した突出部の輪郭の間の間隙を画定するように離間している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　回転する茎部上の使用に適合したアプリケータヘッドを有する化粧用アプリケータが、
本明細書で開示される。アプリケータヘッドは、睫毛などのケラチン繊維がそれらの間を
通ることができるように十分に離間した突出部を含む。他の実施形態によると、適用範囲
およびケラチン繊維の分離を改善するために、可変的速度の回転、揺動回転、茎部軸線に
沿った揺動動作、およびアプリケータヘッドの振動動作など、複雑な動作を可能にする化
粧用アプリケータが本明細書で開示されている。アプリケータは、マスカラ（これは上記
の材料のうちのいずれか１つ、またはそれらの組み合わせであってもよい）を睫毛に塗布
するのに特に適している。
【００１５】
　図１における部分的な概略形に例示されるように、アプリケータ１０は、ハウジング１
４を画定するハンドル１２を含む。茎部１６は、従来の手段によって、ハンドル１２に対
して回転するために支持されている。モータ１８は、茎部１６の第１端部に連結されたモ
ータシャフト１９を含む。茎部１６の第２端部は、アプリケータヘッド２０を画定する。
電池２２はモータ１８に作動的に連結され、スイッチ２４は手動で動かされてモータ１８
に電池動力を選択的に与えることも可能である。アプリケータ１０は、モータ１８の作動
を制御するために、電池２２とモータ１８との間に連結された制御装置２６をさらに含ん
でもよい。
【００１６】
　操作する際、ユーザーは、スイッチ２４を動かして、電池２２からのポテンシャルエネ
ルギーをモータ１８に選択的に与えてもよい。それに応じて、モータは、モータシャフト
とそこに取り付けられた茎部１６とを回転させてもよい。結果として、アプリケータヘッ
ドも回転する。図１に例示された実施形態は、ポテンシャルエネルギーをモータ１８に供
給するための電池を含むものの、ばねまたはゴムバンドなどの弾力的部材に蓄積された機
械的なポテンシャルエネルギーなど、その他の種類のエネルギー源が使用されてもよいこ
とが理解されるであろう。
【００１７】
　アプリケータヘッド２０は、睫毛などのケラチン繊維を分離させ化粧品を塗布するため
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の、茎部から突き出た１以上の要素を含む。アプリケータ要素は、従来の撚り合わされた
ワイヤブラシとして設けられてもよいものの、成形された突出部を用いるのが好ましいこ
とを我々は見出した。本明細書で使用する時、「突出部」とは、アプリケータヘッドの基
部表面から概ね離れて延在するかまたは基部表面の方に延在する部材である。そのような
ものとして、「突出部」は、周囲の基部表面と連続していない局限された範囲を提供する
。突出部は、典型的には基部表面から離れて外方に延在するものの、内方に突き出て凹部
を形成するように反転されてもよい。
【００１８】
　例示された実施形態では、成形された突出部は、茎部１６に連結された基部端部と反対
側の自由端部とを有する、細長い指部３０として形成される。例示された実施形態では、
各指部３０の断面積は、基部端部から自由端部に徐々に狭くなっており、各指部は、茎部
１６の軸線３２に対して実質的に垂直に延在するように配向されている。指部は、先端が
より大きくなるように基部から分岐してもよく、または指部は全く先細にならず、その代
わりに実質的に一貫した寸法を有してもよいことが理解されるであろう。その上、指部は
、茎部軸線３２に関して斜角で延在してもよい。
【００１９】
　指部３０は、茎部１６に沿って離間しており、各指部３０が隣接したケラチン繊維の間
を通り得るような大きさに作られた自由端部を有する。この空隙部は、アプリケータヘッ
ド２０が回転している時でさえ、指部３０が繊維の間に挿入されることを可能にし、それ
によって各指部３０によって係合される繊維の表面積を最大にすると共に、隣接した繊維
の分離を促進する。突出部は、睫毛が隣接した突出部の間を通れるほど十分遠く離間して
いるべきであるが、隣接した睫毛を分離させるほど十分接近しているべきである。それ故
に、隣接した突出部の間の間隙は、およそ０．２から３．０ｍｍであることが可能である
。
【００２０】
　図１に例示された突出部の各々は、茎部１６周辺の局限された範囲から延在するものの
、茎部と突出部との間の他の係合範囲が使用されてもよい。図２に例示されるように、例
えば、各突出部３０は、実質的に円盤形であり、実質的に円環形を有する基部端部を有し
てもよい。例示された実施形態では、基部端部は、好ましくは茎部１６表面の一周以下に
わたって係合して、突出部３０が回転する時の睫毛の引掛かりを最小限にする。茎部の一
周以上にわたって横断する、他の円盤形状もまた使用されてもよい。例えば、茎部の各側
面の面が隣接した角の間に凹部または間隙を形成する間に、方形の横断面を有する細長い
茎部は、茎部の角が局部的な伸張部を形成するように捻じ曲げられてもよい。突出部は、
茎部の形状に概ね合致する不揃いなまたは不均一なアプリケータヘッド輪郭を画定するよ
うに、茎部の表面に取り付けられる。突出部は、茎部伸張部の長さの１０％から４００％
の長さを有してもよい。
【００２１】
　円盤形の突出部３０は単一の成形部材として図２に例示されているものの、突出部３０
は、円盤形の模様で配列された剛毛など、複数の部材で形成されてもよいことが理解され
るであろう。突出部３０は、茎部軸線３２に対して実質的に垂直に延在して、真直ぐな突
出部の列を形成してもよい。あるいは、突出部３０の全てまたは幾つかは、図３に例示さ
れるように、茎部軸線３２に関して同じ斜角で配向されて斜めの列を形成してもよく、ま
たは図４に例示されるように、第１斜角で配向された第１組の突出部３４と、第１角度と
異なる第２斜角で配向されて逆斜めの列を形成する第２組の突出部３６とを含んでもよい
。各突出部３０は、図５に例示されるように、第１突出部セグメントが第２突出部セグメ
ント４０と交差して十字形の斜めの列を形成するように、第１斜角で延在する第１突出部
セグメント３８と、第２斜角で延在する第２突出部セグメント４０とを含んでもよい。第
１および第２突出部セグメント３８、４０に加えて、各突出部３０は、図６に例示される
ように、茎部軸線３２に対して実質的に垂直に延在して組み合わせ列を形成する第３突出
部セグメント４２を含んでもよい。前述の実施形態の各々において、隣接した突出部３０
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の間に円周方向間隙４４が設けられて、隣接したケラチン繊維の間に突出部を挿入する。
少なくともある程度の睫毛の分離を提供する間に、睫毛が隣接した突出部の間を通るため
の十分な空間を設けるため、好ましくは各間隙は、およそ０．２から３．０ｍｍである。
【００２２】
　突出部３０の断面形状は、本開示の要旨を逸脱しない範囲で変更されてもよい。図１に
例示されるように、突出部は、実質的に円形の断面形状を有する指部として設けられる。
突出部は、図７から２３に図式的に示された形状のうちのいずれか１つ、例えば、図７に
示すような平面を有する円形状、図８に示されるような平坦な形状、図９に示されるよう
な例えば十字の形態の星形、または図１０に示されるような３分岐を有する星形、図１１
に示されるようなＵ字型、図１２に示されるようなＨ字型、図１３に示されるようなＴ字
型、図１４に示されるようなＶ字型、中空形状、例えば図１５に示されるような円形状、
または図１６に示されるような多角形、特に四角い形状、分枝（ramifications）を呈す
る形状、例えば、図１７に示されるような雪片形状、多角形、例えば、図１８に示される
ような三角形、図１９に示されるような四角い形状、または図２０に示されるような六角
形、長円形、特に図２１に示されるようなレンズ形状、または図２２に示されるような砂
時計形状など、円形に加えて各種の断面形状を有してもよい。図２３に示されるように互
いに対してヒンジ状にされた部分を有する突出部を使用することも可能である。
【００２３】
　突出部の末端部は、種々の形状で形成されるか、または種々の構造を含んでもよい。突
出部は、適切である場合、図２４に示されるような末端部の球体５０、図２５に示される
ような末端部のフォーク５１、または図２６に示されるような先細になっている先端のそ
れぞれを形成するための処理を施されてもよい。突出部はまた、図２７に示されるように
フロック加工（flocked）されるか、あるいは図２８に示されるように剛毛の表面にマイ
クロレリーフを付与するために、またはそこに磁気特性若しくは他の特性を与えるために
、粒子５２の充填材を含有するプラスチック材料を押出成形することによって作製されて
もよい。
【００２４】
　突出部は、化粧用材料を突出部の基部から自由端部まで移動させるように特に適合され
た、外側表面を有してもよい。例えば、各突出部は、低い表面エネルギーを有する外部コ
ーティングを含み、睫毛に製品をさらに容易に付着させてもよい。コーティングは、「背
景技術」における上記のマスカラ材料など、化粧用材料との使用に特に適している可能性
がある。
【００２５】
　図１に例示された細長い輪郭に加えて、突出部の少なくとも幾つかは、図２９および３
０に例示されるように、茎部１６の外側表面から延出する突き出た円盤５６、ディンプル
、または隆起部５８など、多少、より短くてもよい。その上さらに、広範囲の可撓性また
は剛性を有する突出部が使用されてもよい。
【００２６】
　アプリケータヘッド２０は、異なる形状を有するかまたは異なる特性を示す、様々な突
出部を含んでもよい。例えば、アプリケータヘッド２０は、第１断面形状を有する第１組
の突出部と、第２断面形状を有する第２組の突出部とを含んでもよい。第２組の突出部３
０ｂが、第２の、異なる剛性を有するのに対して、第１組の突出部３０ａは、第１の剛性
を有してもよい。図３１ＡからＣに例示されるように、様々な剛性の突出部を使用するこ
とによって、アプリケータヘッドの回転は、より可撓性の突出部を、より剛性の突出部よ
りも大きい度合で偏向させるであろう。
【００２７】
　茎部１６は、均一な、円形の横断面、または、多角形、例えば図３２に示されたなどの
三角形の切断面など、非円形の形状を有してもよい。更なる例として、茎部１６は、図３
３に示されるような四角い断面形状、図３４に示されるような五角形状、図３５に示され
るような六角形状、または図３６に示されるような楕円形状を有してもよい。茎部１６は
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、少なくとも１つの切欠き区域６０を有してもよく、これは図３７および３８に示された
ように外に向かって凹状であってもよく、その際、切欠きは、一定であるかないしは別の
断面を呈する。切欠き６０は、図３７に示されるような円形の断面形状、または図３８に
示されるような非円形の断面形状、例えば、三角形の切断面に作製されてもよい。三角形
の場合、切欠き６０は、図に示されるように三角形の側面全体を構成してもよく、この場
合、アプリケータは、凹状の小平面（facet）を呈する。茎部１６形状は、図３９に例示
されるように、平らな小平面（facet）６１を含んでもよい。輪郭は、図４０に示された
３つのくぼみなど、少なくとも１つのくぼみ６２を、別の方法として含んでもよい。２つ
のくぼみ６２を有する茎部１６形状が図４１に示され、１つのくぼみ６２を有する茎部形
状が図４２に示される。アプリケータヘッド２０は、一定であるかないしは別の状態の断
面輪郭を画定してもよく、またそのコアは、直線的であるかないしは別の状態であっても
よい。茎部１６は、断面輪郭の外郭線に関して中心にあるか、または図４３に示されるよ
うに中心から外れていてもよい。
【００２８】
　茎部１６は、図４４に示されるように、円形であり、円形のアプリケータヘッド輪郭６
４を画定するように均一な長さの突出部を有してもよい。突出部は、図４４に示されるよ
うに密接に離間しているか、図４９に示されるように中間に存在して離間しているか、ま
たは図５５に示されるように遠く離れて離間していてもよい。加えて、各突出部は、図４
４に示されるように、比較的より長い長さ、または図５４に示されるように比較的より短
い長さを有してもよい。
【００２９】
　あるいは、茎部１６の形状、並びに／または突出部の長さおよび空隙部は、非円形のア
プリケータヘッド輪郭を画定するように変化がつけられてもよい。例えば、突出部の長さ
は、図４５に示されるように、凹部を有するアプリケータヘッドの断面輪郭６６を画定す
るように、茎部１６の周囲の周りで短い長さと長い長さを繰り返してもよい。図４６に例
示されるように、変化する密度の切断面を有するアプリケータヘッドを提供するために、
アプリケータの半分はより密接に離間した突出部を含む間に、アプリケータの残りの半分
はより遠く離間した突出部を有してもよい。アプリケータヘッドは、図４７および４８に
示されたように、不揃いのアプリケータヘッド輪郭を画定するように、幾つかの異なる長
さの突出部を含んでもよい。他の可能な実施形態は、図５０に示されるような、より短い
突出部を有するアプリケータの半分と、より長い突出部を有するアプリケータヘッド２０
の残りの半分；図５１に示されるような、より長い突出部を有するアプリケータヘッド２
０の円の４分の１と、より短い突出部を有するアプリケータヘッドの円の残りの４分の３
；図５２に示されるような、より長い突出部とより短い突出部の対向する切断部；図５３
に示されるような、密集して離間した突出部を有するアプリケータヘッド２０の半分と、
単一の突出部を含む残りの半分；および図５６に示されるような、密集して離間した複数
の突出部を含むアプリケータの半分と、一対の突出部を含む残りの半分を含む。
【００３０】
　突出部の周囲の空隙部に変化をつけるのに加えて、アプリケータヘッド２０に沿った突
出部の軸方向の空隙部にも変化がつけられてもよい。図５７ＡからＤは、矢印７０で示さ
れる、軸方向に実質的に均等に離間した突出部３０を有するアプリケータヘッド２０の４
つの四分円を例示している。突出部の模様は、茎部軸線３２に対して実質的に垂直に延在
する平面内にある、突出部の交互の列または千鳥状の列を生み出すように均等である。図
５８ＡからＤは、茎部軸線３２に関して斜角で延在し、平面内にある均等に離間した突出
部を有するアプリケータヘッド２０の４つの四分円を例示している。図５９ＡからＤは、
より近く離間した突出部の区域と、より遠く離間した突出部の区域とを有する繰り返し模
様を形成する、不均等に離間した突出部を有するアプリケータヘッド２０の４つの四分円
を例示している。図６０ＡからＤは、茎部軸線３２に対して実質的に垂直に延在する平面
内にある突出部の一直線になった列を形成する、均等に離間した突出部を有するアプリケ
ータヘッド２０の４つの四分円を例示している。図６１ＡからＤは、アプリケータヘッド
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の４つの四分円を例示しており、ここで各々の四分円は、突出部の異なる模様を有する。
【００３１】
　アプリケータヘッド２０は、異なる長さを有する突出部の模様を含んでもよい。図６２
ＡからＤに示されるように、アプリケータヘッドの４つの四分円は、均等に離間した突出
部を有して示される。模様は、（より明るい色調で例示される）より短い突出部７２と、
（より暗い色調で例示される）より長い突出部７４とを含む。より短い突出部は、直立し
て茎部表面から外方に突き出ていてもよく、または逆さにされて茎部の方に延在してもよ
く、従っってより長い突出部よりも０から４００％より短くてもよい。より短い突出部７
２は、より長い突出部７４の方形の領域を通って延在するＶ字形の模様を形成する。図６
３ＡからＤは、アプリケータヘッドの４つの四分円を例示しており、ここでより短い突出
部７２は格子模様を形成し、より長い突出部７４は各々の格子の内側の四角い繰り返し模
様を形成する。
【００３２】
　アプリケータは、アプリケータのうち異なる特質を有する部分を識別するための目視で
きる印を含んでもよい。非対称のアプリケータヘッドは、例えば、第１特質を有する突出
部を有する第１区域と、第２特質を有する突出部を有する第２区域とを含んでもよい。ア
プリケータヘッドは、第１区域を識別するための色彩、質感、文章、または他の視覚的に
認識可能な性質などを、第１可視的な印と、第２区域を識別するための第２可視的な印と
を有してもよい。異なる可視的しるしは、異なる区域が、相対的な可撓性、長さ、または
運動など、異なる特質を有する突出部を有することをユーザーに伝える。可視的な印は、
第１および第２区域における異なる色彩として設けられてもよい。例えば、第１区域と関
連する突出部を含む、突出部先端、突出部本体全体、またはアプリケータヘッド表面は、
第１色彩を有するのに対して、第２区域における類似の構造は、第２色彩を有する。同様
に、第１区域は、第１色彩設計、例えば、第１色彩を有するアプリケータヘッド表面と、
第２色彩を有するその突出部または部分とを有するのに対して、一方、第２区域は、第２
色彩設計、例えば、第３色彩を有するアプリケータヘッド表面と、第４色彩を有するその
突出部または部分とを有する。
【００３３】
　上述の通り、モータ１８は、茎部１６に連結されて、アプリケータヘッド２０を回転さ
せる。モータ１８は、好ましくはマスカラをケラチン繊維に塗布するのに適した回転速度
でアプリケータヘッドを回転させる。それ故に、ある種の塗布に関して、およそ０．１ｒ
ａｄ／ｓ（１ｒｐｍ）から２０．９ｒａｄ／ｓ（２００ｒｐｍ）の速度が使用されてもよ
く、およそ０．５ｒａｄ／ｓ（５ｒｐｍ）から１０．５ｒａｄ／ｓ（１００ｒｐｍ）の範
囲が好ましく、またおよそ１ｒａｄ／ｓ（１０ｒｐｍ）から６．３ｒａｄ／ｓ（６０ｒｐ
ｍ）の範囲が最も好ましいことが見出された。モータ速度は、一定であってもよく、また
は適切な範囲の中で調節可能であってもよい。
【００３４】
　アプリケータヘッドのより複雑な動作を生むための、任意の制御装置２６が設けられて
もよい。例えば、制御装置２６は、動的速度信号をモータに与えて、アプリケータヘッド
の回転速度を自動的に調節してもよい。動的信号は、図６４および６５に示されたグラフ
で例示されるように、シャフト回転の度合に従って変化する速度など、概ね繰り返す速度
パターンを発生させてもよい。図６４では、グラフは、シャフト回転に従って、徐々に、
概ね正弦波の形で変化する（sinusoidal）速度変動を例示している。対照的に、図６５に
おけるグラフは、シャフト回転に従った速度の急激な階段状変化を例示している。一定の
速度は、図６６に示されたグラフに例示されている。
【００３５】
　モータは、左目および右目の両方に関する睫毛での使用を容易にするために、可逆的で
あってもよい。睫毛の基部で始まり自由端部に向かって進むアプリケータ動作を用いて、
マスカラを塗布するのが望ましいことが多い。ユーザーは、しばしば、目と同じ側に関連
する手でアプリケータ２０を持つ（即ち、右手でマスカラを右目に塗り、左手でマスカラ
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を左目に塗る）。アプリケータの向きはアプリケータを手から手に移す時に変化するので
、可逆的なモータは、好都合には、ユーザーが両方の目に関して所望の方向でアプリケー
タを運転することを可能にする。
【００３６】
　アプリケータヘッドをどちらの方向にも回転させるための可逆モータを設ける時、アプ
リケータヘッドが予期された方向および所望の方向にスピンするように、ユーザーがモー
タを運転する方法を制御するのが有利である。適切なラベルを有するシンプルなトグルス
イッチは十分ではあるものの、ユーザーがアプリケータを所望の方向のみに運転できるよ
うに制限することがさらに望ましい。
【００３７】
　図９１に示されるように、例えば、アプリケータ５００は、２つのスイッチ５０２，５
０４（モータ回転の各方向につき１つのスイッチ）を含んでもよい。アプリケータ５００
のハンドル５０６は、各スイッチ５０２，５０４に関連する目を示す単語、図像、または
他のしるしを含んでもよい。旋回する盾状部５０８は、ハンドル５０６に連結され、関連
するスイッチ５０２、５０４へのアクセスを可能にするための大きさの２つの窓５１０、
５１２を含む。窓５１０、５１２は、盾状部が適切な方向に回転される時、この窓に関連
するスイッチのみがアクセス可能であるように位置される。結果として、ユーザーがスイ
ッチの１つを作動するのを防止する。
【００３８】
　図９２に例示された代替実施形態では、アプリケータは、ある種の方法で把持された時
、適切なスイッチのみが容易にアクセス可能であるように２つのスイッチを位置させても
よい。アプリケータ５２０は、２つのスイッチ５２４を有するハンドル５２２を含む。図
９２では、他方のスイッチは図９２に示されている側面と反対側のハンドル５２２の側面
に位置しているので、一方のスイッチ５２４のみが見えている。スイッチ５２４は、親指
など、ユーザーの手が自然に接触する地点に位置されている。例えば、アクチュエータが
右手に握持される時、アプリケータ５２０を右目への塗布に適した運動方向で作動させる
ためのスイッチ５２４のみが、ユーザーに容易にアクセス可能である。他方のスイッチは
、ユーザーの手のひらで覆われてもよく、またはさもなければスイッチにアクセスして運
転するために、ユーザーによる再位置若しくは追加的な操作を必要としてもよい。左手に
持ち替えられた時、他方のスイッチ５２４は、ユーザーが触れやすいように位置される。
それ故に、ユーザーは、よりアクセスしやすく便利なスイッチを使用する可能性がより高
く、それによって、望ましくない方向におけるアプリケータの不慮の作動または予期せぬ
作動を最小限にする。
【００３９】
　その上さらに、アプリケータは、ある位置に配向される時、例えば、化粧品を左目また
は右目のいずれかに塗布するために把持される時、所望の方向のみに作動するように適合
されてもよい。例えば、アプリケータは、水銀スイッチによって制御されるモータを有し
てもよく、このスイッチは、スイッチがモータと共に成す位置および接点に従ってモータ
の極性を反転させる。アプリケータハンドルは、左目付近の位置に把持される時は水銀ス
イッチがモータを第１方向に回転させるように、また右目付近の位置に把持される時は反
対の第２方向に回転させるように形成されてもよい。
【００４０】
　モータ１８はまた、スイッチ２４が動かされる度に一定の回転を実行するように制御さ
れてもよい。例えば、モータ１８は、予め定められた回転角によるアプリケータヘッド２
０の急速な回転を実行して、アプリケータヘッド２０の異なる側面をユーザーの方に示し
てもよい。予め定められた回転角は、一般におよそ０から２７０度であってもよく、およ
そ１２０から２４０度が好ましく、またおよそ１８０度が最も好ましい。これは、アプリ
ケータヘッドが、様々な突出部模様の部分、例えば、睫毛の分離を促進するように配列さ
れた突出部を有する第１部分と、ボリュームを与えるように配列された突出部を有する第
２部分とを有するアプリケータヘッドを含む場合、特に有益である。アプリケータヘッド
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２０の急速な一定の回転は、アプリケータを操作すること、または、手の中で再位置され
ることなく、ユーザーが単にスイッチ２４を動かすだけでアプリケータヘッドのセパレー
タ部分とボリューム部分を切り替えることを可能にする。
【００４１】
　ある種の実施形態によると、アプリケータヘッドは、本明細書において二方向性の自動
回転として定義される、回転する揺動動作で駆動される。それ故に、アプリケータヘッド
２０は、スイッチ２４を動かすことで順転と逆転を繰り返す。順転および逆転の両方は、
上述の一方向の回転と同様に、定常速度または動的速度で行われてもよい。加えて、順転
および逆転の速度は、異なってもよい。例えば、順転の速度は、ケラチン繊維の分離を促
進するために比較的速くてもよいのに対して、例えば、逆転の速度は、アプリケータヘッ
ド２０からケラチン繊維への化粧品の付着を容易にするために比較的遅くてもよい。図６
７は、茎部の回転角に対する順方向と逆方向の間の均一な加速を例示するグラフを示す。
このグラフでは、最大の順転速度および逆転速度は、実質的に同じである。図６８は、グ
ラフの中で、徐々に、順転方向および逆転方向の間で正弦波の形で変化する（sinusoidal
）加速を示しており、この場合、最大順転速度は最大逆転速度よりも大きい。
【００４２】
　茎部は、同じかまたは異なる時間周期の間、順転方向および逆転方向に回転されてもよ
い。例えば、順転および逆転は、およそ各１秒間起こることも可能である。あるいは、茎
部は、順方向におよそ２秒間、逆方向におよそ０．５秒間、回転されてもよい。前述の時
間周期は、順転期間が逆転期間よりも長いか、短いか、または等しいかに関らず、本開示
の要旨を逸脱しない範囲で、他の時間周期が使用されてもよいことが理解されるように、
単に代表的なものに過ぎず、理解の明瞭化のためだけに提示される。
【００４３】
　アプリケータ１０は、回転軸線の周りで同時に回転すると共に並進運動するアプリケー
タヘッド運動を生み出してもよい。図６９に図示されるように、例えば、茎部軸線３２は
、茎部１６が回転する時に円形の経路で並進運動するように、回転軸線７８からオフセッ
トされることも可能である。あるいは、茎部１６は、図７０に示されるように、茎部が回
転する時に茎部表面を睫毛に対して並進運動させる、楕円形状など、不均等な横断面を有
してもよい。
【００４４】
　アプリケータ１０を運転するために、各種のアクチュエータが使用されてもよい。例え
ば、回転動作を生み出すために、ばねまたは撚り合わされたゴムバンドなどのポテンシャ
ルエネルギーを蓄積するための機械装置が、茎部１６に連結されてもよい。あるいは、モ
ータ１８などの電気装置は、電池２２によって動力を供給されて、茎部１６を回転させて
もよい。電池は、図１に図示されるようにハンドルハウジング１４内に設けられてもよく
、または関連するマスカラ容器の中に設けられてもよい。容器は、特定のマスカラ容器が
使用される時だけ電池がアプリケータに動力を供給するように、アプリケータに適合され
てもよい。電池は、再充電可能であってもよく、また充電スタンドが設けられていても、
設けられていなくてもよい。
【００４５】
　アプリケータヘッドの回転動作を生み出すことのできるアプリケータの幾つかの例を次
に説明する。一方向または両方向におけるシンプルな回転が可能なアプリケータ９０が、
図７１に概略的に例示される。アプリケータ９０は、ハンドル９２と、茎部９４と、アプ
リケータヘッド９６と、を含む。モータ９８および電池１００などの電源は、ハンドル内
部に配設される。動力を供給される時、モータ９８は、モータシャフト１０２を一方向に
回転させるが、モータは、モータシャフト１０２を反対方向に選択的に回転させるために
可逆的であってもよい。図示された実施形態では、茎部９４は、モータシャフト１０２の
回転と同じ方向に１対１の比で回転するように、モータシャフト１０２に直接的に連結さ
れる。あるいは、茎部９４をモータシャフト１０２の回転と反対側の方向に回転させ得る
、歯車など、１以上のカップリングが設けられてもよい。歯車は、茎部９４がモータシャ
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フト１０２よりも早くまたは遅く回転するための大きさであってもよい。スイッチ１０４
は、電池１００に作動的に連結されて、モータに選択的に動力を供給する。運転する際、
ユーザーは、スイッチ１０４を動かしてモータをオンにすることによって、アプリケータ
ヘッド９６を回転させる。
【００４６】
　図７２は、アプリケータヘッド１１２を回転する揺動動作で駆動することのできる、ア
プリケータ１１０を例示している。アプリケータ１１０は、ハンドル１１４と、アプリケ
ータヘッド１１２を担持する茎部１１６と、を含む。電動モータ１１８は、ハンドル１１
４内に配設され、茎部１１６に直接的に連結されたモータシャフト１２０を含む。電池１
２２は、モータ１１８に作動的に連結され、また制御装置１２４は、電池１２２に作動的
に連結されている。スイッチ１２６は、制御装置１２４に作動的に連結され、そして次に
、この制御装置１２４は、電池１２２を制御してモータ１１８に選択的に動力を供給する
。制御装置１２４は、タイマーを含んでもよく、また電池１２２の極性を反転させること
によって、モータ１１８がモータシャフト１２０を回転させる方向を逆転させることが可
能である。制御装置１２４は、タイマーを使用して、特定の時間に、または予め定められ
た時間周期の後に電池の極性を反転させてもよく、それによって茎部回転を予め設定した
振動数で自動的に揺動させる。
【００４７】
　別のアプリケータ１３０が図７３および７４ＡからＤに図示されており、ここで一方向
におけるモータ回転は、回転する揺動運動に変換される。アプリケータ１３０は、ハンド
ル１３２と、茎部１３４と、アプリケータヘッド１３６と、を含む。モータ１３８および
電池１４０は、共に作動的に連結され、ハンドル１３２内部に配設されている。モータ１
３８は、伝達カップリング１４４によって茎部１３４に機械的に連結されたモータシャフ
ト１４２を含む。さらに具体的には、伝達カップリング１４４は、回転するモータシャフ
ト９２に連結されたモータディスク１４６を含む。モータディスク１４６は、コネクティ
ングロッド１５２に形成されたスロット１５０内に挿入するための大きさのピン１４８を
含む。コネクティングロッド１５２は、アイドラーロッド１５４の第１端部に旋回可能に
連結される。アイドラーロッド１５４の第２端部は、アイドラーロッド１５４および茎部
１３４が共に回転するように、茎部１３４に固定される。ばね１５６は、ハンドル１３２
とアイドラーロッド１５４との間に延在して、アイドラーロッド１５４を第１方向に偏倚
させる。運転する際、ピン１４８は、図７４Ａに示されるように、スロット１５０の下端
に隣接して最初は位置されることが可能である。モータディスク１４６が時計回りに回転
する時、ピン１４８は、図７４Ｂに示されるように、スロット１５０の下端から上端に移
動する。ピン１４８が上方に回転し続ける時、コネクティングロッド１５２およびアイド
ラーロッド１５４は、図７４Ｃに図示された垂直に上向き方向に引っ張られ、それによっ
て茎部１３４を反時計回りに回転させる。図７４Ｃに示された位置からモータディスク１
４６をさらに回転させると、図７４Ｄに示されるように、ピン１４８は下向きに移動して
、スロット１５０の上端から下端に滑動する。モータディスク１４６をさらに回転させる
と、コネクティングロッド１５２およびアイドラーロッド１５４は、図７４Ａに示された
位置に下向きに戻り、それによって茎部１３４を時計方向に回転させる。それ故に、伝達
カップリング１４４は、モータシャフト１４２の一方向性の回転を、茎部１３４の回転す
る揺動に変換する。
【００４８】
　アプリケータヘッド１６２を回転動作で駆動することのできるアプリケータ１６０の別
の代表的な実施形態が、図７５ＡからＣに図示される。アプリケータ１６０は、ハンドル
１６４と、アプリケータヘッド１６２を担持する茎部１６６とを含む。電気コイルアクチ
ュエータ１６８および電池１７０は、ハンドル１６４内に配設され、共に作動的に連結さ
れる。コイルアクチュエータ１６８は、駆動シャフト１７２をシャフト１７２の軸線に沿
って往復運動させる。駆動シャフト１７２は、アイドラーシャフト１７４の第１端部に旋
回可能に連結される。アイドラーシャフト１７４の第２端部は、茎部１６６に固定され、



(13) JP 4722940 B2 2011.7.13

10

20

30

40

50

茎部１６６と共に回転する。運転する際、アクチュエータ１６８は、駆動シャフト１７２
を、それぞれ図７５Ｂおよび７５Ｃに図示された伸展位置と収縮位置との間で往復運動さ
せる。駆動シャフト１７２が伸展位置から収縮位置に移動する時、アイドラーシャフト１
７４および取り付けられた茎部１６６は、時計方向に回転される。駆動シャフト１７２が
逆方向に収縮位置から伸展位置に移動する時、アイドラーシャフト１７４および茎部１６
６は、反時計方向に回転される。茎部１６６が順方向および逆方向に回転される間の回転
の速度および時間周期は、コイルアクチュエータ１６８、電池１７０、および／または制
御装置（図示せず）によって決定されてもよい。
【００４９】
　アプリケータ１８０の別のさらなる代表的な実施形態が、図７６ＡからＤに図示される
。アプリケータ１８０は、ハンドル１８２と、アプリケータヘッド１８６を担持する茎部
１８４とを含む。図７６Ａに示されるように、回転するモータシャフト１９０を有するモ
ータ１８８は、ハンドル１８２内に形成されたオーバーサイズの空洞１９２内に配設され
、ばね１９４によって下方位置の方に偏倚されている。伝達カップリング１９６は、モー
タシャフト１９０を茎部１８４に操作可能に連結するために設けられる。伝達カップリン
グ１９４は、図７６Ｂに最も良く示されるように、カム表面１９９を画定する楕円形状を
有するモータディスク１９８を含んでおり、モータディスク１９８が回転する時、ハンド
ル１８２の固定表面２００に係合して、カム動作をもたらす。モータディスク１９８は、
茎部１８４に取り付けられた茎部ディスク２０２に摩擦係合する。運転する際、モータ１
８８は、モータディスク１９０を回転させ、これが茎部ディスク２０２を駆動させる。モ
ータディスク１９８が回転する時、モータ１８８は、固定表面２００に接したモータディ
スク１９８のカム動作によって上下に駆動される。モータディスク１９８の回転の中心は
、従って、茎部ディスク２０２の高さよりも上と下に移動する。図７６Ｄに示されるよう
にモータディスク回転の中心が茎部ディスク２０２の高さよりも上にある時、茎部１８４
は、時計方向に回転される。逆に、図７６Ｃに示されるようにモータディスク回転の中心
が茎部ディスク２０２の高さよりも下にある時、茎部１８４は、反時計方向に回転される
。モータディスク回転の中心が茎部ディスク２０２の高さからさらに離れて移動する時、
茎部ディスクは、より速い速度で回転されることが理解されるであろう。それ故に、伝達
カップリング１９６は、一方向性のモータ回転を茎部の回転する揺動に変換し、この場合
、回転の速度は、順転方向および逆転方向の両方向において変化する。
【００５０】
　睫毛の適用範囲、分離、または睫毛へのマスカラの塗布に関連する他の機能を支援する
ために、アプリケータヘッドの軸方向の並進運動を生み出すことのできるアプリケータを
提供することも有利である。図７７は、ハンドル２１２と、アプリケータヘッド２１６を
担持する茎部２１４とを有するアプリケータ２１０を図示している。上述の機械的動力源
または電気的動力源など、動力源は、ハンドル２１２内に配設されると共に茎部２１４に
連結されて、図７７の矢印２２０で示されるように、茎部２１４および取り付けられたア
プリケータヘッド２１６を茎部の軸線２１８に沿って並進運動させてもよい。あるいは、
茎部２１４は実質的に静止している間に、アプリケータヘッド２１６は、軸方向動作のた
めに電源に直接的に連結されてもよい。この代替法では、アプリケータが移動する突出部
と比較的静止した突出部の両方の組合わせを含むように、幾つかの突出部は茎部に連結さ
れてもよく、他の突出部はヘッドに連結されてもよい。
【００５１】
　アプリケータ２１０によって与えられる軸方向運動は、アプリケータヘッド２１６の動
作の振動数と、アプリケータヘッド２１６が進む軸方向の距離と、アプリケータヘッドが
軸方向動作の順方向成分と逆方向成分の間を移動する速度の対称性とによって特徴付けら
れてもよい。動作の振動数は、アプリケータヘッド２１６が完全な１サイクルで前後に移
動する、１秒当りの回数（Ｈｚ）として画定される。一般に、およそ０．５から１０００
Ｈｚの振動数が望ましく、およそ１から３００Ｈｚの範囲が好ましく、およそ２から２０
０Ｈｚの範囲が最も好ましい。軸方向動作の間にアプリケータヘッド２１６が進む距離は
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、アプリケータヘッドの完全に伸展した位置と完全に収縮した位置との間の変位距離とし
て画定される。一般に、およそ０．１から１０ｍｍの距離が望ましく、およそ０．２５か
ら８ｍｍの範囲が好ましく、およそ０．５から５ｍｍの範囲が最も好ましい。軸方向運動
は、典型的には茎部軸線に対して実質的に平行な線に沿っている。これは、振動運動とは
対照的であり、振動運動は、軸方向、半径方向、軌道方向、または他の方向であってもよ
い。また、軸方向運動は、典型的には下方の範囲限界により近い振動数と、上方の範囲限
界に近い変位距離とを有するのに対して、振動運動は、典型的にはより高い振動数と、よ
り低い変位距離とを有する。これらの相違にも関わらず、本明細書に記載される実施形態
の多くは、軸方向運動と振動運動の両方を選択的に発生させることができる。
【００５２】
　速度の対称性とは、順ストローク対逆ストロークに関して取られた相対的時間について
述べたものである。一般に、およそ１：１０から１０：１の範囲内の順ストローク速度の
逆ストローク速度に対する比を有することが望ましく、およそ１：３から３：１の範囲が
好ましく、およそ１：２から２：１の範囲が最も好ましい。
【００５３】
　より複雑な軸方向運動は、サイクル中のいずれかの地点で運動を休止することにより達
成されてもよい例えば、軸方向運動は、順ストロークと逆ストロークとの両方の末端部で
瞬間的に停止してもよい。運動が停止している期間は、特に順ストロークまたは逆ストロ
ークを完了するのにかかる時間に比べた時、ほとんど瞬間的な遅れから感知され得る遅れ
までの範囲であってもよい。軸方向運動が停止している時間周期は、順ストローク時間ま
たは逆ストローク時間のおよそ０．０１％から１０００％の範囲であってもよい。
【００５４】
　回転揺動および軸方向揺動の両方を含む複合運動を生み出すことのできるアプリケータ
２３０の代表的な実施形態が、図７８Ａおよび７８Ｂに図示される。アプリケータ２３０
は、ハンドル２３２と、アプリケータヘッド２３６を担持する茎部２３４とを含む。コイ
ルアクチュエータ２３８は、ハンドル２３２内に配設され、駆動シャフト２４０を含む。
伝達カップリング２４２は、茎部２３４を駆動シャフト２４０に操作可能に接続するため
に設けられる。具体的には、伝達カップリング２４２は、可撓性カップリング２４６によ
って駆動シャフト２４０に接続された茎部伸張部２４４を含んでおり、この可撓性カップ
リングは、茎部伸張部２４４が駆動シャフト２４０に対して回転することを可能にする。
茎部伸張部２４４は、ハンドル２３２に連結された突起部２５０を収容するための大きさ
の螺旋状の溝２４８を含む。運転する際、コイルアクチュエータ２３８は、駆動シャフト
２４０を、それぞれ図７８Ａおよび７８Ｂに図示された収縮位置と伸展位置との間で垂直
方向に沿って往復運動させる。駆動シャフト２４０が収縮位置から伸展位置に移動する時
、茎部伸張部２４４は下向きに駆動される。溝は、突起部２５０に沿って押し進められ、
茎部を上から見た時の時計方向に回転させる。駆動シャフト２４０が上向き方向に進む時
、茎部伸張部２４４および茎部２３４は、茎部２３４が垂直に上向きに進む時に反時計方
向に回転される。それ故に、伝達カップリング２４２は、茎部２３４の回転揺動および軸
方向揺動を同時に発生させる。茎部の軸方向動作を生み出すあらゆる実施形態に関して、
類似の溝および突起部が設けられて、ヘッドがハンドルに対して軸方向に駆動される時に
ヘッドを回転させてもよいことに留意されたい。
【００５５】
　前述の実施形態はシンプルなオン／オフスイッチを開示しているものの、スイッチは、
オンの位置に留まるためにユーザーからの連続的な圧力を必要としてもよいことが理解さ
れるであろう。その上、スイッチは、モータに供給される電圧を変化させるためのポテン
ショメーターとして設けられ、それによって可変的なアプリケータヘッド運動をもたらし
てもよい。
【００５６】
　アプリケータヘッド２６２を軸方向に移動することのできるアプリケータ２６０の別の
代表的な実施形態が、図７９ＡからＣに図示される。アプリケータ２６０は、ハンドル２
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６４と、アプリケータヘッド２６２を担持する茎部２６６とを含む。交流電磁モータ２６
８と電池２７０とは、ハウジング内に配設され、互いに操作可能に連結される。モータ２
６８は、その極性を反転させることができる。アプリケータ２６０は、茎部２６６の振動
または軸方向揺動を発生させるための伝達カップリング２７２を含む。茎部２６６は、分
極磁石２７６を担持する伸張部分２７４を含む。可撓性リンク２７８は、茎部伸張部分２
７４に連結された第１端部と、ハンドル２６４に旋回可能に連結された第２端部とを有す
る。運転する際、モータ２６８の極性が反転されて、分極磁石２７６を交互に引き寄せた
りはね返したりすることによって、茎部伸張部２７４および取り付けられた茎部２６６を
垂直に往復する運動で駆動させる。茎部の垂直変位の振幅および振動数が制御されて、垂
直揺動（典型的にはより低い振動数およびより大きい振幅によって特徴付けられる）また
は振動運動（典型的にはより高い振動数およびより小さい振幅によって特徴付けられる）
のいずれかを生み出してもよい。
【００５７】
　アプリケータヘッドの軸方向動作を生み出すためのアプリケータ２８０のさらに別の代
表的な実施形態が、図８０ＡからＤに例示される。アプリケータ２８０は、ハンドル２８
２と、アプリケータヘッド２８６を担持する茎部２８４とを含む。モータ２８８および電
池２９０は、ハンドル２８２内に配設され、互いに操作可能に連結される。モータ２８８
は、モータシャフト２９２を少なくとも第１方向に回転させることができる。伝達カップ
リング２９４は、モータシャフト２９２を茎部２８４に操作可能に接続するために設けら
れる。伝達カップリング２９４は、モータシャフト２９２に連結されたモータカムディス
ク２９６を含む。茎部ディスク２９８は、茎部２８４の末端部に連結される。ばね３００
は、茎部ディスク２９８を上方位置に向かって偏倚させる。運転する際、図８０Ｂに示さ
れるように、モータカムディスク２９６が回転して、茎部ディスク２９８をばね３００の
力に逆らって下向きに駆動させ、それによって茎部ディスク２９８および取り付けられた
茎部２８４を下方位置に押す。モータカムディスク２９６がさらに回転すると、ばね３０
０は茎部ディスク２９８を上方に押し、それによって茎部ディスク２９８および茎部２８
４を図８０Ｄに示された上方位置に戻す。それ故に、伝達カップリング２９４は、モータ
カムディスク２９６の一方向性の回転を、茎部２８４のニ方向性の軸方向揺動に変換する
。茎部２８４の軸方向運動は、茎部の軸方向の揺動または振動のいずれかであってよい。
【００５８】
　アプリケータヘッドの軸方向運動を生み出すためのアプリケータ３１０のさらに別の代
表的な実施形態が、図８１ＡからＣに例示される。アプリケータ３１０は、ハンドル３１
２と、アプリケータヘッド３１６を担持する茎部３１４とを含む。モータ３１７は、ハン
ドル３１２内に配設され、モータシャフト３１８を少なくとも１つの方向に回転させるこ
とができる。電池３２０もまたハンドル３１２内に配設され、モータ３１６に作動的に連
結される。伝達カップリング３２２は、モータシャフト３１８を茎部３１４に作動的に接
続するために設けられる。伝達カップリング３２２は、モータシャフト３１８に連結され
たモータディスク３２４を含む。モータディスク３２４は、茎部３１４に連結された茎部
ディスク３２６に摩擦係合する。カム従動子３２８は、茎部ディスク３２６に連結され、
ハンドル３１２に連結されたカムドライバ表面３３０に係合するように形成されている。
ばね３３２は、ハンドル３１２と茎部ディスク３２６の間に延在して、茎部３１４を上方
位置に向かって偏倚させる。運転する際、モータディスク３２４の回転は、茎部ディスク
３２６を回転させる。茎部ディスク３２６が回転する時、カム従動子３２８は、カムドラ
イバ表面３３０に沿って滑動して、同時に茎部ディスク３２６をばね３３２の力に逆らっ
て下向きに押す。結果として、茎部ディスク３２６の高さは、モータディスク３２４が回
転する時にモータディスクの回転の中心よりも上と下に移動する。図８１Ｂに示されるよ
うにモータディスク回転の中心が茎部ディスク３２６の高さよりも上にある時、茎部３１
４は、時計方向に回転される。逆に、図８１Ｃに示されるようにモータディスク回転の中
心が茎部ディスク３２６の高さよりも下にある時、茎部３１４は、反時計方向に回転され
る。モータディスク回転の中心が茎部ディスク３２６の高さからさらに離れて移動する時
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、茎部ディスクは、より速い速度で回転されることが理解されるであろう。それ故に、伝
達カップリング３２２は、一方向性のモータ回転を、茎部の回転する揺動および軸方向動
作に変換し、この場合、回転の速度は、順転方向および逆転方向の両方向において変化す
る。軸方向動作は、茎部の軸方向の揺動または振動のいずれかであってよい。
【００５９】
　振動するアプリケータヘッドを発生させるのに特に適したアプリケータ４００が、図８
８に例示される。アプリケータ４００は、伸展位置と収縮位置との間で移動すると共にア
プリケータヘッド４０８を担持することのできる茎部４０６を摺動的に収容するための大
きさの開口部４０４を有するハンドル４０２を含む。ばね４１０は、茎部４０６を伸展位
置または収縮位置の一方に偏倚させる。茎部伸張部４１２は、磁石４１４を含む。電磁石
コイル４１６の形態のアクチュエータは、ハンドル４０２内に配設され、電池４１８に操
作可能に連結される。コイル４１６は、選択的に通電されて、茎部伸張部４１２上の磁石
４１４を引き寄せるかまたは跳ね返す磁場を生み出し、それによって茎部４０６を伸展位
置と収縮位置との間で移動させ、それによってアプリケータヘッド４０８を振動運動で往
復させてもよい。代替法として、アクチュエータは、電磁石コイル４１６としてではなく
、起振力を発生させるための圧電振動板として設けられてもよい。もしそのような振動板
が使用されるならば、磁石４１４は取り除かれてもよい。
【００６０】
　複合的な振動運動および回転運動を生み出すことのできるアプリケータ４２０が、図８
９に例示される。アプリケータ４２０は、防振ばね（isolation spring）４２６を通じて
そこに連結されたモータ４２４を有するハンドル４２２を含む。モータは、モータシャフ
トの軸線に関して偏心的に据え付けられたおもり４３０を有する、回転するモータシャフ
ト４２８を有する。スイッチ４３２および電池４３４は、モータ４２４に作動的に連結さ
れる。概ね円筒形または円錐台形を有してもよいボス４３６もハンドル４２２に連結され
る。茎部４３８は、ボス４３６と回転可能に嵌合するための大きさの受け口４４２を画定
する茎部伸張部４４０を含む。茎部４３８はまた、アプリケータヘッド４４４を担持する
。運転する際、回転する偏心おもり４３０は、ばね４２６によってハンドル４２２から実
質的に隔離された起振力を発生させる。力は、ボス４３６を介して茎部４３８に伝えられ
、これによって茎部が回転する。モータシャフト４２８が茎部軸線に対して実質的に平行
なこの実施形態では、モータシャフト４２８の一方向における回転は、茎部４３８の反対
方向における回転を引き起こす。モータシャフト回転の方向は、電池４３４の極性を切り
替えることによって逆転されてもよい。それ故に、アプリケータ４２０は、アプリケータ
ヘッド４４４を、振動要素と回転要素の両方を含む複合運動で動かすことができる。
【００６１】
　１以上の振動成分、放射状成分、および回転成分を含むアプリケータヘッドの複合運動
を生み出すことのできるアプリケータ４５０が、図９０に図示される。アプリケータ４５
０は、そこに連結された内スリーブ４５４を有するハンドル４５２を含む。モータ４５６
は、ばね４５８によって内スリーブ４５４内部に支持される。モータ４５６は、回転する
シャフト４６０と、そこに連結された偏心的に据え付けられたおもり４６２とを含む。ス
イッチ４６４および電池４６６は、モータ４５６に操作可能に連結される。中空の茎部４
６８は、ばね４５８の自由端部を収容するための大きさである。茎部４６８は、アプリケ
ータヘッド４７２が茎部４６８に対して自由に回転するように、アプリケータヘッド４７
２を回転可能に収容するための大きさの受け口４７０を含む。内スリーブ４５４および茎
部４６８の対向する末端部の間の間隙を囲むために、囲い板４６９が設けられてもよい。
運転する際、モータ４５６の回転が回転力を発生させ、これは、ばね４５８の一方の末端
部でハンドル４５２から隔離されると共に、ばね４５８の他方の末端部で茎部４６８に伝
えられる。ばね４５８は、茎部４６８が、放射状に並進運動すること（即ち、回転せずに
、内スリーブ４５４に関して円形の経路で移動すること）を可能にする。アプリケータヘ
ッド４７２は、そして次に、茎部４６８に関して自由に回転する。結果として、アプリケ
ータ４５０は、アプリケータヘッド４７２を、放射状並進運動成分、振動成分、および／
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または回転成分を含む複合運動で動かすことができる。
【００６２】
　図８９および９０に図示された実施形態では、ばね、モータ、および偏心おもりは、ア
プリケータヘッド運動における所望の振動数および振幅を生み出すように選択されてもよ
い。ばねは、その固有振動数で、またはその付近で励振されるように、モータおよびおも
りに適合させてもよい。そのように適合された時、モータの力は、ばねによって増幅され
てアプリケータヘッドに伝わり、それによってモータがアプリケータヘッドの一定の変位
を生み出すために必要とする動力を減少させる。
【００６３】
　図９３は、アプリケータヘッド５３２を振動運動で動かすための別のアプリケータ５３
０を図示している。アプリケータ５３０は、ハンドル５３４を含む。歯付きカム５３６は
、ハウジング内に配設されてスリーブ５３８を含む。茎部５４０は、歯付きカムに連結さ
れてアプリケータヘッド５３２を担持する。モータ５４２は、スリーブ５３８に連結され
た回転するシャフトを含む。電池５４４およびスイッチ５４６は、ハンドル５３４内に配
設されてモータ５４２に作動的に連結される。運転する際、モータ５４２は、ハウジング
内に形成された歯５４８の上のカム５３６を回転させて、回転成分と振動成分とを有する
アプリケータヘッドの複合運動を生み出す。振動がハンドル５３４に加えられて、ユーザ
ーに触覚フィードバックを与える。
【００６４】
　図９４Ａおよび９４Ｂは、アプリケータヘッド５５２を回転および振動して動かすため
のアプリケータ５５０を図示している。アプリケータ５５０は、ハンドル５５４を含む。
茎部５５６は、安定化ブレード５６０と、ハンドル５５４に連結された歯車の歯５６４に
係合するように適合された歯５６２とを含む茎部伸張部５５８を含む。モータ５６６は、
茎部伸張部５５８に連結され、電池５７０およびスイッチ５７２に作動的に連結される。
運転する際、モータ５６６は、茎部伸張部５５８を回転させて、歯車の歯５６４の上の歯
５６２を駆動させ、それによってアプリケータヘッド５５２の振動運動を発生させる。振
動は、ハンドル５５４を通って、ユーザーに触覚フィードバックを与える。
【００６５】
　前述の実施形態の幾つかは、アプリケータヘッドの振動動作を生み出すものの、本明細
書に記載されるアプリケータのいずれかは、ユーザーに感覚フィードバックを与えるため
の振動発生器を含むように改善されてもよい。そのような振動発生器は、触覚的振動を生
み出すためにハンドルに堅くまたは弾力的に連結されてもよい。一般的なユーザーの手は
、１０Ｈｚから６ｋＨｚの範囲内で生み出された振動を感じ取ることができることが見出
されている。
【００６６】
　本明細書で開示された実施形態において設けられた茎部は、必要に応じ、実質的に剛性
であるか、または実質的に可撓性であってもよい。ある種の実施形態、例えば、茎部の軸
方向動作を回転動作に移行させるためのハウジング上の突起部に係合する溝がある茎部を
有する実施形態は、より剛性の茎部を用いればより良く機能することがある。他の実施形
態、例えば、ヘッドの振動運動を生み出す実施形態は、より可撓性の茎部が有効であるこ
とがある。より大きい可撓性を有する茎部を使用する実施形態では、剛性のスリーブが、
ハウジングに連結されてもよく、所望どおりに茎部を支持するために茎部の少なくとも一
部分の周囲に広がってもよい。
【００６７】
　さらに具体的には、図９５は、可撓性茎部５８２を有するアプリケータ５８０を図示し
ている。アプリケータは、回転するモータシャフト５８８があるモータ５８６を有するハ
ンドル５８４を含む。偏心おもり５９０は、シャフト５８８上に据え付けられる。電池５
９２およびスイッチ５９４は、モータ５８６に作動的に連結される。偏心おもり５９０の
回転は力を発生させ、これが茎部５８２に伝わる。茎部５８２は、図９５に示されるよう
に、前後に曲がることによって、力に応じるよう十分に可撓性である。例示された茎部変
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位は、理解の明瞭化のために誇張されている。茎部の可撓性は、茎部５８２の長さに沿っ
て一定であるか、あるいは、例えば、断面積または材料密度の相関関係によって変化して
もよい。
【００６８】
　アプリケータヘッドの軸方向動作は、突出部の末端部への化粧用材料の分配を高める振
動数で行われてもよい。アプリケータヘッド３４０は、それぞれ図８２Ａおよび８２Ｂに
例示されるように、軸方向に下方および上方の動作に応じて撓曲する突出部３４２を含ん
でもよい。軸方向動作は、具体的には突出部の調和運動を生み出すように調整され、それ
によってより効果的に化粧用材料を各突出部３４２の基部から先端に進行させてもよい。
【００６９】
　軸方向に動くアプリケータヘッド３５０は、様々な可撓性または剛性の突出部を含しで
もよい。図８３ＡからＣに例示されるように、アプリケータヘッド３５０は、比較的低い
剛性（または高い可撓性）を有する第１組の突出部３５２と、比較的高い剛性（または低
い可撓性）を有する第２組の突出部３５４とを含む。第１組の突出部３５２は、それぞれ
図８３Ｂおよび８３Ｃに例示されるように、アプリケータヘッド３５０の軸方向上向きの
動作に応答して下向きに、またアプリケータヘッド３５０の軸方向下向きの動作に応答し
て上向きに偏向するであろう。例示された実施形態では、第１組の突出部は、それらの先
端により多くの塊体を含んで可撓性を増進するのに対して、第２組の突出部は、先細にな
って剛性を増進する。あるいは、加えて、突出部は、異なる材料で形成されて、剛性およ
び／または可撓性の相対的差異を作り出してもよい。
【００７０】
　各突出部の形状はまた、軸方向に動くアプリケータヘッドでの使用に適合されてもよい
。図８４は、概ね四角い基部３６２を有する突出部３６０を図示している。突出部は、基
部３６２における広い断面積から自由端部または先端３６４における小さい断面積まで、
徐々に先細になっている。ディンプル３６６などの一連の凹部は、突出部３６０の表面に
形成されて、突出部３６０が軸方向に振動する時に基部３６２から先端３６４までの化粧
用製品の移動を促進する。
【００７１】
　図８５は、軸方向振動の間、基部から先端までの材料の流れを容易にするように適合さ
れた別の突出部３７０を図示している。突出部３７０は、比較的大きい断面積を有する基
部３７２と、比較的小さい断面積を有する先端３７４とを含む。突出部３７０の表面は、
一連の段３７６を含んで、ひな壇式の輪郭を形成する。段３７６は、突刺形状の突起部３
７８を形成し、これは、突出部３６０が軸方向に振動する時、基部３７２から先端３７４
までの化粧品の移動を促進する。
【００７２】
　アプリケータは、操作またはユーザー満足度を向上させるためのある種の補助的特性を
含んでもよい。例えば、アプリケータは、アプリケータヘッドに熱を加えるための熱源を
さらに含み、それによって睫毛のカールおよび立ち上げを促進してもよい。アプリケータ
は、運転中にノイズを発生させるための音声回路を含んで、それによってアプリケータが
作動する時にユーザーに警告してもよい。同様に、アプリケータは、二次的な振動源を含
んで、アプリケータが運転中であるという触覚的印をユーザーに与えたり、またアプリケ
ータの有効性のユーザー認知を潜在的に向上させたりしてもよい。
【００７３】
　本明細書で開示された電気式および機械式アクチュエータに加えて、アプリケータヘッ
ド動作のための力は、音波によって与えられてもよい。例えば、アプリケータヘッドを振
動させる音波を発生させるための圧電結晶（piezocrystal）が備えられてもよい。
【００７４】
　図８６に図示されるように、アプリケータ３８０は、シンプルなトグル制御スイッチ３
８２を含んで、順転と逆転との間の迅速且つ容易な移行を可能にしてもよい。
【００７５】
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　アプリケータ３９０は、図８７に示されるように、ハンドル３９６の反対端部から延出
する第１茎部３９２と第２茎部３９４とを含んでもよい。同じかまたは異なるモータが第
２アプリケータヘッド３９４に動力を供給してもよい。第２ヘッド３９４は、第１アプリ
ケータヘッド上に与えられた化粧品と別々にまたは組み合わせて使用することを意図する
、第２の、異なる化粧用製品を有してもよい。
【００７６】
　アプリケータは、アプリケータヘッド、または組み合わされたアプリケータヘッドと茎
部を有してもよく、これらはハンドルから独立して取り外すことができ、様々なカスタマ
イズされたアプリケータを同ハンドルと共に使用することを可能にしてもよい。取り外し
可能なヘッド、またはヘッド／茎部の組み合わせは、ロック機構を含んでもよい。アプリ
ケータヘッドは、動く（即ち、回転する、軸方向に動く等）突出部と静止した突出部の両
方の組合わせを提供するようにさらに適合されてもよい。
【００７７】
　静止した突出部と動く突出部とを有するアプリケータ６００が、図９６および９７Ａか
らＣに図示される。アプリケータ６００は、ハンドル６０２を含む。中空スリーブ６０４
はハンドル６０２に連結され、また茎部６０６はスリーブ６０４内部に配設される。第１
組の突出部６０７はスリーブ６０４に連結され、第２組の突出部６０９は茎部６０６に連
結される。磁石６０８は、ばね６１０によって茎部６０６に連結され、このばねは、振幅
を増加させるかまたは低下させてもよい。電磁石コイル６１２は、ハウジング内部に配設
され、磁石６０８を引き寄せたり跳ね返したりするための磁場を発生させることができる
。電池６１４およびスイッチ６１６は、コイル６１２に作動的に連結される。運転する際
、電磁石は、磁石６０８を軸方向に揺動させるための磁場を周期的に発生させる。磁石６
０８の動作は、ばね６１０を介して茎部６０６に伝えられ、それによって第２組の突出部
６０９を第１組の突出部６０７に関して移動させる。第１組および第２組の突出部の模様
および相対位置は、図９７ＡからＣに図示されるように、変化してもよい。図９７Ａでは
、第１組目は１列６２０の静止した突出部を含み、残りの突出部は動く。３列および４列
の静止した突出部を有する実施形態が、それぞれ図９７Ｂおよび９７Ｃに図示される。
【００７８】
　「発明を実施するための最良の形態」で引用したすべての文献は、その関連部分におい
て、本明細書に参考として組み込まれるが、いかなる文献の引用も、それが本開示に対す
る先行技術であることを認めるものと解釈すべきではない。
【００７９】
　本開示の特定の実施形態について説明し記載したが、本発明の精神および範囲から逸脱
することなく他の様々な変更および修正が可能であることは当業者には明白であろう。従
って、本開示の範囲内にあるそのような全ての変更および修正を、添付の特許請求の範囲
で扱うものとする。
【００８０】
　本明細書は、本発明と見なされる主題を特定して指摘し明確に請求する特許請求の範囲
をもって結論とするが、本発明は、添付の図面と関連させた次の説明からさらによく理解
されると考えられる。いずれの図面も必ずしも一律の縮尺に従っていない。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】化粧用アプリケータの一実施形態の、横断面における部分的な概略側面図。
【図２】図１の化粧用アプリケータと共に使用するための代替の突出部配列の、部分的な
概略側面図。
【図３】図１の化粧用アプリケータと共に使用するための代替の突出部配列の、部分的な
概略側面図。
【図４】図１の化粧用アプリケータと共に使用するための代替の突出部配列の、部分的な
概略側面図。
【図５】図１の化粧用アプリケータと共に使用するための代替の突出部配列の、部分的な
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概略側面図。
【図６】図１の化粧用アプリケータと共に使用するための代替の突出部配列の、部分的な
概略側面図。
【図７】突出部断面形状の種々の例。
【図８】突出部断面形状の種々の例。
【図９】突出部断面形状の種々の例。
【図１０】突出部断面形状の種々の例。
【図１１】突出部断面形状の種々の例。
【図１２】突出部断面形状の種々の例。
【図１３】突出部断面形状の種々の例。
【図１４】突出部断面形状の種々の例。
【図１５】突出部断面形状の種々の例。
【図１６】突出部断面形状の種々の例。
【図１７】突出部断面形状の種々の例。
【図１８】突出部断面形状の種々の例。
【図１９】突出部断面形状の種々の例。
【図２０】突出部断面形状の種々の例。
【図２１】突出部断面形状の種々の例。
【図２２】突出部断面形状の種々の例。
【図２３】突出部断面形状の種々の例。
【図２４】突出部断面形状の種々の例。
【図２５】突出部断面形状の種々の例。
【図２６】突出部断面形状の種々の例。
【図２７】突出部断面形状の種々の例。
【図２８】突出部断面形状の種々の例。
【図２９】代替の突出部を有するアプリケータヘッドの斜視図。
【図３０】代替の突出部を有するアプリケータヘッドの斜視図。
【図３１Ａ】可撓性突出部と剛性突出部の組合わせを有するアプリケータヘッド。
【図３１Ｂ】可撓性突出部と剛性突出部の組合わせを有するアプリケータヘッド。
【図３１Ｃ】可撓性突出部と剛性突出部の組合わせを有するアプリケータヘッド。
【図３２】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図３３】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図３４】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図３５】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図３６】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図３７】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図３８】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図３９】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図４０】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図４１】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図４２】茎部の可能な断面形状を示す図式的な断面図。
【図４３】茎部の中心が中央から外れている様子を示す。
【図４４】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図４５】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図４６】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図４７】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図４８】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図４９】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図５０】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図５１】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
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【図５２】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図５３】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図５４】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図５５】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図５６】外周の周りに様々な配分の突出部を有するアプリケータヘッドの平面図。
【図５７Ａ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５７Ｂ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５７Ｃ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５７Ｄ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５８Ａ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５８Ｂ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５８Ｃ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５８Ｄ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５９Ａ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５９Ｂ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５９Ｃ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図５９Ｄ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６０Ａ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６０Ｂ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６０Ｃ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６０Ｄ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６１Ａ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６１Ｂ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６１Ｃ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６１Ｄ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６２Ａ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６２Ｂ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６２Ｃ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
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タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６２Ｄ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６３Ａ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６３Ｂ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６３Ｃ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６３Ｄ】アプリケータヘッドの軸長に沿った突出部の配分を示す、種々のアプリケー
タヘッドの各々の四分円の平面図。
【図６４】茎部の変化する回転速度を例示するグラフ。
【図６５】茎部の変化する回転速度を例示するグラフ。
【図６６】茎部の一定の回転速度を例示するグラフ。
【図６７】茎部の可逆的回転の速度を図示するグラフ。
【図６８】茎部の可逆的回転の速度を図示するグラフ。
【図６９】オフセットした茎部を有するアプリケータの斜視図。
【図７０】不均一な断面形状がある茎部を有するアプリケータの斜視図。
【図７１】電動モータを有するアプリケータの、横断面における概略の側面図。
【図７２】電動モータおよび制御装置を有するアプリケータの、横断面における概略の側
面図。
【図７３】一方向性のモータ回転をアプリケータヘッドの回転する揺動動作に変換するた
めの伝達カップリングを有するアプリケータの、横断面における概略の側面図。
【図７４Ａ】運転の各段階における、図７３の伝達カップリングの部分的な概略側面図。
【図７４Ｂ】運転の各段階における、図７３の伝達カップリングの部分的な概略側面図。
【図７４Ｃ】運転の各段階における、図７３の伝達カップリングの部分的な概略側面図。
【図７４Ｄ】運転の各段階における、図７３の伝達カップリングの部分的な概略側面図。
【図７５Ａ】アクチュエータの軸方向運動をアプリケータヘッドの回転する揺動動作に変
換するための伝達カップリングを有するアプリケータの、横断面における概略側面図。
【図７５Ｂ】アクチュエータの軸方向運動をアプリケータヘッドの回転する揺動動作に変
換するための伝達カップリングを有するアプリケータの、横断面における概略側面図。
【図７５Ｃ】アクチュエータの軸方向運動をアプリケータヘッドの回転する揺動動作に変
換するための伝達カップリングを有するアプリケータの、横断面における概略側面図。
【図７６Ａ】一方向性のモータ回転をアプリケータヘッドの回転する揺動動作に変換する
ための伝達カップリングを有するアプリケータの概略側面図。
【図７６Ｂ】一方向性のモータ回転をアプリケータヘッドの回転する揺動動作に変換する
ための伝達カップリングを有するアプリケータの概略側面図。
【図７６Ｃ】一方向性のモータ回転をアプリケータヘッドの回転する揺動動作に変換する
ための伝達カップリングを有するアプリケータの概略側面図。
【図７６Ｄ】一方向性のモータ回転をアプリケータヘッドの回転する揺動動作に変換する
ための伝達カップリングを有するアプリケータの概略側面図。
【図７７】軸方向動作があるアプリケータヘッドを有するアプリケータの斜視図。
【図７８Ａ】アクチュエータの軸方向運動を、回転揺動成分と軸方向動作成分とを有する
アプリケータヘッドの複合運動に変換するための伝達カップリングを有するアプリケータ
の、横断面における概略側面図。
【図７８Ｂ】アクチュエータの軸方向運動を、回転揺動成分と軸方向動作成分とを有する
アプリケータヘッドの複合運動に変換するための伝達カップリングを有するアプリケータ
の、横断面における概略側面図。
【図７９Ａ】電磁ポテンシャルをアプリケータヘッドの軸方向動作に変換するための伝達
カップリングを有するアプリケータの概略側面図。
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【図７９Ｂ】電磁ポテンシャルをアプリケータヘッドの軸方向動作に変換するための伝達
カップリングを有するアプリケータの概略側面図。
【図７９Ｃ】電磁ポテンシャルをアプリケータヘッドの軸方向動作に変換するための伝達
カップリングを有するアプリケータの概略側面図。
【図８０Ａ】一方向性のモータ回転をアプリケータヘッドの軸方向動作に変換するための
伝達カップリングを有するアプリケータの、横断面における概略側面図。
【図８０Ｂ】一方向性のモータ回転をアプリケータヘッドの軸方向動作に変換するための
伝達カップリングを有するアプリケータの、横断面における概略側面図。
【図８０Ｃ】一方向性のモータ回転をアプリケータヘッドの軸方向動作に変換するための
伝達カップリングを有するアプリケータの、横断面における概略側面図。
【図８０Ｄ】一方向性のモータ回転をアプリケータヘッドの軸方向動作に変換するための
伝達カップリングを有するアプリケータの、横断面における概略側面図。
【図８１Ａ】一方向性のモータ回転を、回転揺動成分と軸方向動作成分とを有するアプリ
ケータヘッドの複合運動に変換するための伝達カップリングを有するアプリケータの、横
断面における概略側面図。
【図８１Ｂ】一方向性のモータ回転を、回転揺動成分と軸方向動作成分とを有するアプリ
ケータヘッドの複合運動に変換するための伝達カップリングを有するアプリケータの、横
断面における概略側面図。
【図８１Ｃ】一方向性のモータ回転を、回転揺動成分と軸方向動作成分とを有するアプリ
ケータヘッドの複合運動に変換するための伝達カップリングを有するアプリケータの、横
断面における概略側面図。
【図８２Ａ】軸方向に動くアプリケータヘッド上の可撓性突出部の側面図。
【図８２Ｂ】軸方向に動くアプリケータヘッド上の可撓性突出部の側面図。
【図８３Ａ】軸方向に動くアプリケータヘッド上の可撓性突出部と剛性突出部の組合わせ
の側面図。
【図８３Ｂ】軸方向に動くアプリケータヘッド上の可撓性突出部と剛性突出部の組合わせ
の側面図。
【図８３Ｃ】軸方向に動くアプリケータヘッド上の可撓性突出部と剛性突出部の組合わせ
の側面図。
【図８４】基部から先端への化粧用材料の流れを促進するために形成された突出部の斜視
図。
【図８５】基部から先端への化粧用材料の流れを促進するために形成された突出部の斜視
図。
【図８６】アプリケータヘッドの回転を逆転させるためのスイッチを有するアプリケータ
の斜視図。
【図８７】それぞれ第１および第２アプリケータヘッドを担持するための第１および第２
茎部を有するアプリケータの斜視図。
【図８８】アプリケータヘッドを振動させることのできるアプリケータの、横断面におけ
る概略側面図。
【図８９】振動成分と回転成分とを包含する複合運動でアプリケータヘッドを動かすこと
のできるアプリケータの、横断面における概略側面図。
【図９０】振動成分、放射状に並進運動する成分、および／または回転成分、を包む複合
運動においてアプリケータヘッドを動かすことのできるアプリケータの、横断面における
概略側面図。
【図９１】スイッチを選択的に覆うための盾状部を有するアプリケータの概略斜視図。
【図９２】図９２は、左目または右目のいずれかに塗布するのに便利な場所に位置される
２つのスイッチを有するアプリケータの概略の側面図。
【図９３】アプリケータヘッドを振動運動で動かすと共にハンドルに触覚的振動を発生さ
せることのできるアプリケータの、横断面における概略側面図。
【図９４Ａ】アプリケータヘッドを振動運動で動かすと共にハンドルに触覚的振動を発生
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させることのできるアプリケータの、横断面における概略図。
【図９４Ｂ】アプリケータヘッドを振動運動で動かすと共にハンドルに触覚的振動を発生
させることのできるアプリケータの、横断面における概略図。
【図９５】可撓性シャフトを有するアプリケータの、横断面における概略側面図。
【図９６】静止した突出部と動く突出部の両方を有するアプリケータの、横断面における
概略側面図。
【図９７Ａ】図９６のアプリケータの種々の実施形態の、横断面における平面図。
【図９７Ｂ】図９６のアプリケータの種々の実施形態の、横断面における平面図。
【図９７Ｃ】図９６のアプリケータの種々の実施形態の、横断面における平面図。
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